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外国語によるコミュニケーションにおける見方 ·考え方
外国語で表現し伝え合うため，外国語やその背景にある文化を，社会や世界，他者との関わりに着目して捉え，コミュニケーションを
行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理しながら考えなどを形成し，再構築すること

外国語科の目標
小学校第３学年及び第４学年

外国語活動
小学校第５学年及び第６学年

外国語
中学校
外国語

高等学校
外国語

外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え方
を働かせ，外国語による聞く
こと，話すことの言語活動を
通して，コミュニケーション
を図る素地となる資質・能力
を次のとおり育成することを
目指す。

外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え方
を働かせ，外国語による聞く
こと，読むこと，話すこと，
書くことの言語活動を通し
て，コミュニケーションを図
る基礎となる資質・能力を次
のとおり育成することを目指
す。

外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え方
を働かせ，外国語による聞く
こと，読むこと，話すこと，
書くことの言語活動を通し
て，簡単な情報や考えなどを
理解したり表現したり伝え
合ったりするコミュニケー
ションを図る資質・能力を次
のとおり育成することを目指
す。

外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え方
を働かせ，外国語による聞く
こと，読むこと，話すこと，
書くことの言語活動及びこれ
らを結び付けた統合的な言語
活動を通して，情報や考えな
どを的確に理解したり適切に
表現したり伝え合ったりする
コミュニケーションを図る資
質・能力を次のとおり育成す
ることを目指す。

（知識及
び技能）

（1）外国語を通して，言語や
文化について体験的に理
解を深め，日本語と外国語
との音声の違い等に気付く
とともに，外国語の音声や
基本的な表現に慣れ親し
むようにする。

（1）外国語の音声や文字，語
彙，表現，文構造，言語の
働きなどについて，日本語
と外国語との違いに気付
き，これらの知識を理解す
るとともに，読むこと，書
くことに慣れ親しみ，聞く
こと，読むこと，話すこと，
書くことによる実際のコ
ミュニケーションにおいて
活用できる基礎的な技能を
身に付けるようにする。

（1）外国語の音声や語彙，表
現，文法，言語の働きなど
を理解するとともに，これ
らの知識を，聞くこと，読
むこと，話すこと，書くこ
とによる実際のコミュニ
ケーションにおいて活用で
きる技能を身に付けるよう
にする。

（1）外国語の音声や語彙，表
現，文法，言語の働きなど
の理解を深めるとともに，
これらの知識を，聞くこと，
読むこと，話すこと，書く
ことによる実際のコミュニ
ケーションにおいて，目的
や場面，状況などに応じて
適切に活用できる技能を身
に付けるようにする。

（思考力，
判断力，
表現力
等）

（2）身近で簡単な事柄につい
て，外国語で聞いたり話し
たりして自分の考えや気持
ちなどを伝え合う力の素地
を養う。

（2）コミュニケーションを行
う目的や場面，状況などに
応じて，身近で簡単な事柄
について，聞いたり話した
りするとともに，音声で十
分に慣れ親しんだ外国語
の語彙や基本的な表現を
推測しながら読んだり，語
順を意識しながら書いたり
して，自分の考えや気持ち
などを伝え合うことができ
る基礎的な力を養う。

（2）コミュニケーションを行
う目的や場面，状況などに
応じて，日常的な話題や社
会的な話題について，外国
語で簡単な情報や考えな
どを理解したり，これらを
活用して表現したり伝え
合ったりすることができる
力を養う。

（2）コミュニケーションを行
う目的や場面，状況などに
応じて，日常的な話題や社
会的な話題について，外国
語で情報や考えなどの概
要や要点，詳細，話し手や
書き手の意図などを的確に
理解したり，これらを活用
して適切に表現したり伝え
合ったりすることができる
力を養う。

（学びに
向かう
力，人間
性等）

（3）外国語を通して，言語や
その背景にある文化に対す
る理解を深め，相手に配慮
しながら，主体的に外国語
を用いてコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度を養
う。

（3）外国語の背景にある文化
に対する理解を深め，他者
に配慮しながら，主体的に
外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする
態度を養う。

（3）外国語の背景にある文化
に対する理解を深め，聞き
手，読み手，話し手，書き
手に配慮しながら，主体的
に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする
態度を養う。

（3）外国語の背景にある文化
に対する理解を深め，聞き
手，読み手，話し手，書き
手に配慮しながら，主体的，
自律的に外国語を用いてコ
ミュニケーションを図ろう
とする態度を養う。

「外国語活動 · 外国語の目標」の学校段階別一覧表
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５つの領域別の目標
小学校第３学年及び第４学年

外国語活動
小学校第５学年及び第６学年

外国語
中学校
外国語

高等学校
英語コミュニケーションⅠ

聞くこと ア　ゆっくりはっきりと話さ
れた際に，自分のことや身
の回りの物を表す簡単な語
句を聞き取るようにする。

イ　ゆっくりはっきりと話さ
れた際に，身近で簡単な事
柄に関する基本的な表現
の意味が分かるようにす
る。

ウ　文字の読み方が発音され
るのを聞いた際に，どの文
字であるかが分かるように
する。

ア　ゆっくりはっきりと話さ
れれば，自分のことや身近
で簡単な事柄について，簡
単な語句や基本的な表現
を聞き取ることができるよ
うにする。

イ　ゆっくりはっきりと話さ
れれば，日常生活に関する
身近で簡単な事柄につい
て，具体的な情報を聞き取
ることができるようにす
る。

ウ　ゆっくりはっきりと話さ
れれば，日常生活に関する
身近で簡単な事柄につい
て，短い話の概要を捉える
ことができるようにする。

ア　はっきりと話されれば，
日常的な話題について，必
要な情報を聞き取ることが
できるようにする。

イ　はっきりと話されれば，
日常的な話題について，話
の概要を捉えることができ
るようにする。

ウ　はっきりと話されれば，
社会的な話題について，短
い説明の要点を捉えること
ができるようにする。

ア　日常的な話題について，
話される速さや，使用され
る語句や文，情報量などに
おいて，多くの支援を活用
すれば，必要な情報を聞き
取り，話し手の意図を把握
することができるようにす
る。

イ　社会的な話題について，
話される速さや，使用され
る語句や文，情報量などに
おいて，多くの支援を活用
すれば，必要な情報を聞き
取り，概要や要点を目的に
応じて捉えることができる
ようにする。

読むこと ア　活字体で書かれた文字を
識別し，その読み方を発音
することができるようにす
る。

イ　音声で十分に慣れ親しん
だ簡単な語句や基本的な
表現の意味が分かるように
する。

ア　日常的な話題について，
簡単な語句や文で書かれ
たものから必要な情報を読
み取ることができるように
する。

イ　日常的な話題について，
簡単な語句や文で書かれ
た短い文章の概要を捉える
ことができるようにする。

ウ　社会的な話題について，
簡単な語句や文で書かれ
た短い文章の要点を捉える
ことができるようにする。

ア　日常的な話題について，
使用される語句や文，情報
量などにおいて，多くの支
援を活用すれば，必要な情
報を読み取り，書き手の意
図を把握することができる
ようにする。

イ　社会的な話題について，
使用される語句や文，情報
量などにおいて，多くの支
援を活用すれば，必要な情
報を読み取り，概要や要点
を目的に応じて捉えること
ができるようにする。

話すこと
［やり取り］

ア　基本的な表現を用いて挨
拶，感謝，簡単な指示をし
たり，それらに応じたりす
るようにする。

イ　自分のことや身の回りの
物について，動作を交えな
がら，自分の考えや気持ち
などを，簡単な語句や基本
的な表現を用いて伝え合う
ようにする。

ア　基本的な表現を用いて指
示，依頼をしたり，それら
に応じたりすることができ
るようにする。

イ　日常生活に関する身近で
簡単な事柄について，自分
の考えや気持ちなどを，簡
単な語句や基本的な表現
を用いて伝え合うことがで
きるようにする。

ア　関心のある事柄につい
て，簡単な語句や文を用い
て即興で伝え合うことがで
きるようにする。

イ　日常的な話題について，
事実や自分の考え，気持ち
などを整理し，簡単な語句
や文を用いて伝えたり，相
手からの質問に答えたりす
ることができるようにす
る。

ア　日常的な話題について，
使用する語句や文，対話の
展開などにおいて，多くの
支援を活用すれば，基本的
な語句や文を用いて，情報
や考え，気持ちなどを話し
て伝え合うやり取りを続け
ることができるようにす
る。

イ　社会的な話題について，
使用する語句や文，対話の
展開などにおいて，多くの
支援を活用すれば，聞いた
り読んだりしたことを基
に，基本的な語句や文を用
いて，情報や考え，気持ち
などを論理性に注意して話
して伝え合うことができる
ようにする。
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ウ　サポートを受けて，自分
や相手のこと及び身の回り
の物に関する事柄につい
て，簡単な語句や基本的な
表現を用いて質問をしたり
質問に答えたりするように
する。

ウ　自分や相手のこと及び身
の回りの物に関する事柄に
ついて，簡単な語句や基本
的な表現を用いてその場で
質問をしたり質問に答えた
りして，伝え合うことがで
きるようにする。

ウ　社会的な話題に関して聞
いたり読んだりしたことに
ついて，考えたことや感じ
たこと，その理由などを，
簡単な語句や文を用いて
述べ合うことができるよう
にする。

話すこと
［発表］

ア　身の回りの物について，
人前で実物などを見せな
がら，簡単な語句や基本的
な表現を用いて話すように
する。

イ　自分のことについて，人
前で実物などを見せなが
ら，簡単な語句や基本的な
表現を用いて話すようにす
る。

ウ　日常生活に関する身近で
簡単な事柄について，人前
で実物などを見せながら，
自分の考えや気持ちなど
を，簡単な語句や基本的な
表現を用いて話すようにす
る。

ア　日常生活に関する身近で
簡単な事柄について，簡単
な語句や基本的な表現を
用いて話すことができるよ
うにする。

イ　自分のことについて，伝
えようとする内容を整理し
た上で，簡単な語句や基本
的な表現を用いて話すこと
ができるようにする。

ウ　身近で簡単な事柄につい
て，伝えようとする内容を
整理した上で，自分の考え
や気持ちなどを，簡単な語
句や基本的な表現を用い
て話すことができるように
する。

ア　関心のある事柄につい
て，簡単な語句や文を用い
て即興で話すことができる
ようにする。

イ　日常的な話題について，
事実や自分の考え，気持ち
などを整理し，簡単な語句
や文を用いてまとまりのあ
る内容を話すことができる
ようにする。

ウ　社会的な話題に関して聞
いたり読んだりしたことに
ついて，考えたことや感じ
たこと，その理由などを，
簡単な語句や文を用いて
話すことができるようにす
る。

ア　日常的な話題について，
使用する語句や文，事前の
準備などにおいて，多くの
支援を活用すれば，基本的
な語句や文を用いて，情報
や考え，気持ちなどを論理
性に注意して話して伝える
ことができるようにする。

イ　社会的な話題について，
使用する語句や文，事前の
準備などにおいて，多くの
支援を活用すれば，聞いた
り読んだりしたことを基
に，基本的な語句や文を用
いて，情報や考え，気持ち
などを論理性に注意して話
して伝えることができるよ
うにする。

書くこと ア　大文字，小文字を活字体
で書くことができるように
する。また，語順を意識し
ながら音声で十分に慣れ
親しんだ簡単な語句や基
本的な表現を書き写すこと
ができるようにする。

イ　自分のことや身近で簡単
な事柄について，例文を参
考に，音声で十分に慣れ親
しんだ簡単な語句や基本
的な表現を用いて書くこと
ができるようにする。

ア　関心のある事柄につい
て，簡単な語句や文を用い
て正確に書くことができる
ようにする。

イ　日常的な話題について，
事実や自分の考え，気持ち
などを整理し，簡単な語句
や文を用いてまとまりのあ
る文章を書くことができる
ようにする。

ウ　社会的な話題に関して聞
いたり読んだりしたことに
ついて，考えたことや感じ
たこと，その理由などを，
簡単な語句や文を用いて
書くことができるようにす
る。

ア　日常的な話題について，
使用する語句や文，事前の
準備などにおいて，多くの
支援を活用すれば，基本的
な語句や文を用いて，情報
や考え，気持ちなどを論理
性に注意して文章を書いて
伝えることができるように
する。

イ　社会的な話題について，
使用する語句や文，事前の
準備などにおいて，多くの
支援を活用すれば，聞いた
り読んだりしたことを基
に，基本的な語句や文を用
いて，情報や考え，気持ち
などを論理性に注意して文
章を書いて伝えることがで
きるようにする。


